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2015年 10月～ 2016年 9月にかけて，S.uberis感染

































5． MIC： セ フ ェ ム 系 薬 剤 に お い てS.uberisが
Streptococcus spp.よりも高い傾向であった。
【考察】
MCM製剤を用いたショート乾乳は治癒率が 95.2％
と高く，S.uberis乳房炎に対する有効な治療方法であ
ることがわかった。S.uberisはMICが高く，乳腺上皮
細胞内に侵入することより難治性になると考えられ
ている。よって治療には乳腺上皮細胞という乳房の
一番深部まで薬剤を有効濃度を保った状態で到達さ
せ，感作させる必要がある。このため高拡散性を有
するMCM製剤を用いたショート乾乳による治療が有
用ではないかと考えた。これによりS.uberis感染部位
においても有効な薬剤濃度が維持され，かつ，ショー
ト乾乳による免疫機構の活性化により，今回の高い
治療率につながったものと推察される。
